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1緒 言

本邦に於ける尿路結石症の統計は従来多数

発表せられているが,そ の殆 ど総てが一・大学

或は一地方に関するものであ り全国に亘る調

査は昭和17年 第31回 日本 泌尿器科学会

総会に於て東大高橋明教授が発表せられたも

のを見るのみである・

現在,尿 石症に関する文部省科学研究班が

存し,そ の班長横浜医大原田彰教授 が 昭和

29年 末に本邦主要病院に調査を依頼せられ,

その企劃 と集計を著者等が行 う嘉 とな り,稲

田はその結果を昭和30年4月 第43回 日

本泌尿器科学会の宿題報告に於て発表した ・

本文はその宿題報告の一部を為 す もの であ

る・原田教授に厚 く感謝すると共に,詳 細な

る調査を行つてその結果を通知せられた病院

名は後記の如 く全国 に亘 る130の それにし

て,深 く感謝する次第である.

II調 査 方 法 及 び 対 象

全国各地の泌尿器科を設置 せ る主要病院に対し,

L尿 路結石症の頻度,2,年 度別 による 尿路結石症

例数(結 石部位別 に分類)・3・年令別 と性別,4・ 職

業別の4項 目に就て昭和29年 までの報告 を求め,栃

木,福 井,高 知の3県 を除いた全国各都道府県の病

院より130の 回答 を得た(第1表1.

調査された期間は各病院によつて区マであるが・最

も長期間に亘る報告は大正4年(1915)以 降40年

間のものであ り・20年 間以上調査 した ものが8件,

10年 以上19年 間のもの21件,5年 以上9年 間

までの もの55件 ・他は4年 間以下である・従つて

本統計の対象 とな つ た症例 の大多数は戦時 中乃至戦

後の ものである・

III尿 路 結 石症 の狡 生 頻 度

第1表 及び第1図 は地方別 に泌 尿器科外来患者

数に対する尿路結石症例数 の 比率 を示 したものであ

つて,之 より発生頻度の差 を知 る事が出来る.即 ち結

石患者数の比率が高いのは佐賀,愛 媛,兵 庫,香 川,
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第1表 地 方 別 頻 度

地捌 締 刷 驚1響 釧 結石患劃 百分率(・)盤 臆 鷺1結 石患者数1百分率(・)
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三重 ・岡山・長 崎・徳 島 ・鹿 児島等 の6%以 上 で あ

勿,低 い のは北海 道 ・青 森 ・岩手 ・ 宮城,東 京,柿 奈

川,山 梨 ・長野,富 山・滋 賀 ・大 阪 ・熊 本 等 の3%以 下

である・ 地方別 には最 も高 いの が 四 国7・54%で あ

り・以下 中国・九 州・近 畿 ・ 中部 ・関 東 ・東北 ・北 海

道 の順 であ る・全 国的 には泌 尿器科 患 者総 数452772

に対 し尿路結石症 患者 数 は17396で あつ て3.84%

に相当する.

高橋氏 〔1942)は 一般 に尿 路結 石症 の 発 生頻 度 は

北 方に薄 く南方 に濃 くその濃 度 の程度 は 神戸,大 阪 地

方 を第 一 とし・広 島 を中心 とす る瀬 戸 内海沼岸 地 方 が

之に次 ぎ新潟 ・富山・金 沢地 方に も比 較的 多 い様 であ

って,少 いのは仙 台地 方 であ り東 京地 方 はそ の 中間 に

属す と述べ てい る・今 回の調 査 に於 て も同 様 に一般 に

'北 方に少 く・南方 に多 いが その順位 は 多少 変動 してい

る.瀬 戸内海沿岸 の各県 及び 九州 の一部 に於 て特に多

いこ とは注 自すぺ き事 であ る

・Jolyは 結石症 の多 い原 因 として考 え得 る要素 を吟

味 して,1)地 質 及 び水 質 は直接 結石 症 多寡 の原 因 に

なるもので はな く,2,気 候 も亦 さ して重大 な る要素

でな く,3)人 種 的に結石 症 の多寡 が 一見存 在 す る様

であるが実際 には ない様 であ ると述 べ て・4)結 石 症

の多寡は全 くその住民の食物 の 質 に関係があるもの

であつて炭水化物を多 く摂取 し脂肪及びビタミン類

の欠乏せる食餌 を取る地方に多いと述べている.本 邦

に於 ける地域的な差の原因が奈辺 に あ る かについて

は今回の調査 では明 らかにし得ないが・北に少 く気温

の高い南方に多いと言 う事実 よ り結石発生頻度 と気

候 との間に何等 かの関係 が あ る のではないか と想像

され る.し かし地質・水質・食物等 との関係 も考えら

れるので向後の研究が必要である.

IV尿 路結石の訂位的分布と地

方別及びその攣蓬

全報告について地方別 に結石 の部位的分布状態 を

示した ものが第2表 である.地 方的に或程度の差が

あるが此の表 は調査期間を無視 して 作製 したもので

あるので本表 より直 ちに地方的差異 を論ずる事は困

難である・全体 と し ては尿管結石・膀胱結石・腎結

石・尿道結石,前 立腺結石の順であり,上 部尿路結石

が61・79%,下 部尿路結石が38・21%で ある,

結石め部位的分布状態 の地方的差異 を 明らかにす

第1図 都 道 府 県 別 頻 度
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第2表 本 邦 尿 路 結 石 の 部 位 的 分 布 状 態

(地方別に観察〉
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第3表 最 近5年 間(1 .950・V1954)に 於け る部 位的 分布 状態

(7S報 告 に つい て地方別 に観 察)
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る為に最近5年 間について調査してある78報 告に

基いて作製したのが第3表 である 之による と一般

に尿管結石が最 も多いが,そ の百分率は南方程高率 と

なり逆に下部尿路結石症が低率 と な る傾向が認 めら

れる.従来の統計に於ては一般に結石症の多い地方に

於ては膀胱結石が多 く,少 い地方に於ては上部尿路結

石が多いことが認 められている.然 し今回の調査 では

必ず しもそれに一致 していない様である.

上部尿路結石症 と下部尿路結石症との差が最 も甚 し

い地方は関東地方であ り・最 も少い地方は東北地方で

ある.今此の両地方 に於ける結石症患者め職業 を見る

と(第10表)・ 東北地方に於ては農業 が 最 も多い

(33.2%}の に対し関東地方 に於ては農業は 極めて少

く(7・3%}大 部分は俸給生活者其他 の 都会生活者 と

考えられる者が多い・然 も両地方の尿石発生頻度はほ

"同程度である,之 等を合せ考えるならば都会生活者

に於ては上部尿路結石症 の 比率が高 く農村生活者に

於てその比率が低 く従 つ て 下部尿路結石症特に膀胱

結石症の頻度が高い事が推察出来る.其 の原 因は恐 ら

く農村と都会の食餌の差・生活状態の差等にあるので

はないかと考えられる.

1920年 頃 より欧洲各地 に於 て上部尿路結石症が増

加し然も下部尿路結石症は決 して増加 しない とい う

現象が起 り,Bibus始 め多数の学者 により確認せ ら

れて これ を結石 波(St∩inwelle}と 称 してい る.本 邦

に於 て上 部尿路 結石 症が 一般 に見 ら れ る 様 に なつた

のは1920年 代 後 半以 降 であ つ て以 後漸 次増 加 の傾

向が あ る・文献 的 に見て も中野氏5.1%〔1924),藤

原氏43・5%(1926>,今 北氏2L6%(1933>,田 村

氏38・2%(1920～1933),高 橋 ・楠 ・戸沢氏683%

(1928～1941),高 安 氏等66,4%(1945～1949),教

室後 藤等 は14.0%(1915～1930)J51,4%(1931～

1943),28.79!0(1944～19.48},54.5%(1949～195】)

等 と報 じて いる・即 ち本 邦に於 ては1920～1930年

と現 在 とは 上 部尿路 結石 症 と 下部尿路 結石 症 の比率

が全 く逆 の関係 に なつて 来た 、

本 邦 に於け る結石 波 につ い て は 既 に高橋 ・楠氏 等

が東 京地方 に於 て西 欧諸 国 にやs遅 れ て1935年 よ

り結石 波 と考 え ら れ る現象 が 現われ た こ とを報告 し

て お り,教 室の後 藤等 も1936年 よ り1941年 に か

けて京都 地方 に於 ける結石 波 の存 在 を認 めて いる.最

近 に於て は高安 氏等 が東 京地方 に於 て]948年 よ り

結石 波 を認 め てい る.

昭和10年 よ り昭和29年 に 至 る20年 間(1935

～1954)に わた り調査 が行 われて い る8報 告 につい

て上部 尿路 結石症 と 下部 尿路結 石症 と の 関係 を年 度

別 に示 した もの が第4表 及 び第2図 であ る.尿 路 結

石 患者 総数 は1935年(156例)よ り漸 次増 加 し1939

第4表 最 近20年 間(1935～1654)の 部位別 結石 患者数(8報 告 につ いて)
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第2図 昭和10年 よ り昭 和29年 に至 る20年

間(1935～1954)の 結石 患者 数(20年 以 上調

査せ る報告8件 につい て)
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年(200例}を 頂 点 と して再 び 減少 し1945年 く66

例)を 最少 として以後 急激 に 増 加の 一路 を辿 り1954

年 には478例 とな つ てい る,上 部 尿路 結石症例 数 も

ほs"同 様 な 増 減 あ り1935年67例(4295%),

1939年104例(52.00%),1945年4∩ 例160・61

%),1954年3C9例(77・20%)と 変動 して い る.

之 に対 し て 下部尿 路結石 症例 数 は1945年 前後 に於

ける一 時的減 少 を除 き さほ ど著 しい変 動 はな い.

第5表 及 び第3図 は昭 和20年 よ り昭 和29年 に

至 る1【}年 間(1945～1954)に つ いて26報 告 を材

料 として作 製 した もので あ り・第6表 及 び第4図 は
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第5表 最近10年 間(1945～1954)の 部位 別 結石 患者 数(26報 告 につ いて)

結石部位

上部尿路結石例数

下部尿路結石例数

2)

80

88
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139
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172
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884

283

計 168i293136・i55756・i・ ・984719・Sl・14611167

第3図

最 近10年 間(昭20～29)の 結 石患 者数(10

年以上 調査 せ る報告26件 につい て)

第4図

最近5年 間(昭25～29)の 結石患者数(5

年以上調査せ る報告78件 について)

q列敦)

1500

1000

(例 数)

2500

昭 孝ロ25260n

締石鰭 畜勲 又

工書隊獅 拓

,..一一 下 部騨 石

(昇皮)

第6表 最 近5年 間(1950～ig54)の 部位 別 結石 患者 数(フ8報 告 につ い て)

結石部位

年 (且3bU)
25

上部尿路結石刎数

下部尿路結石例数

計

737

518

1255

26 27

1069

624

丑285

5・i6

1693 1831

28

1542

608

215

U954)
29

1705

634

2339
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第7表 主要年度に於ける部位的分布状態(百 分率)

・＼ 年

＼

結石部位＼ 、

腎

尿

膀

尿

前 立

管

胱

道

腺

昭 和10年

く1935)(7報告146例
)

28.03

12.33

49,32

9.59

0.68

昭和14年

(1939)

(7報 告238例)

21.01

41.60

33.61

2,10

1.68

昭 和20年 、

(1945)

(25報 告153例)

26,80

1699

43.14

12.42

0.65

昭 和25年

(195)

(77報 告1234例)

27,63

3{}.96

32,33

7.46

1.62

昭和29年

U964)

(120報 告3`,87例)

2731

45.12

2U.67

4.66

2,17

昭和25年 より昭和29年 迄 の5年 間について78

報告 を材料 としたものである 何れ も戦後 に於ける尿

路結石症の急激にして著 しい増加 を示 している.即 ち

1945年 及び1946年 に於 ては 下部尿路結石症が多

く1947年 よりはその関係が逆にな り,以後上部尿路

結石症は著しく増加しているのに対して,下 部尿路結

右症は1948年 頃 よ り殆 ど増減がない.

取に上記の如 き曲線 に於ける主要年度 の 結石の部

位的分布状態 を調査 したのが第7表 であ り百分率を

以て示した.之 を見ると結右波に相当して尿管結石の

比率が最 も大 きく変 動 して い る事 が分 る 昭 和29年

現 在に於 ける状 態は表 の 如 く120報 告3087例 の結

石 症患者 の 内 腎 結石843例(27・31%),尿 管結石

1393例(45,12%),膀 胱 結石638例(20・67%},尿

道 結石144例(4=66%),前 立 腺 結 石67例(2・17

%)で あつて ・上部 尿路 結石 は72・50%・ 下 部尿路 結

石 は27・5」%に 相当 す る・

以 上の統計 に よつて従 来報 ぜ られた結 石 波は1937

年 より1944年 にか けて全 国的 に も 存 在 した事 が判

明し・又1947年 より再び始つた結石波 は 最近に於

て以前に数倍する大結石波 に まで発展している事が

判明した・

従来結石波の原因に就ては,診 断法の進歩も一つの

要因であるがその他に何等か不明 の 原因が 存在する

ものと解 されている.之 についてMosqueria-Lomas

(1947)は 近代生活に於ける不断の心身の緊張及び興

奮によつて惹起せられる自律神経系 の 変調 が 結石の

発生を促進すると発表 して注目されている。本邦に於

ける戦 前の結石波にお いては診断法 の 進歩が多少関

係 しているか も知れないが・少 くとも戦後の結石波に

おいては診断法の画期的進歩 と言 つ たものはないの

で他に原因を求めねばならない・最近10数 年間に於

ける本邦尿路結石症の甚 しい変動,即 ち1945年 前後

に於 ける急激な減少 とその後に於ける 著 し い増加及

びその部位的分布状態の興味ある推移の最大原因が,

戦時及び戦後に於ける精神的及 び 肉体的 な 面での大

混乱 に存在する事は一応 うなづける事である.然 し乍

ら戦争の影響が次第 に薄れ生活状態 もほ ・マ戦前に近

第8表 年 令 及 び 性 別 第5図 年令及び性別曲線

＼
1～10

11～20

21～30

31～40

41～50

51～60

61～70

71～80

81～90

男

550

675

4344

3354

2536

1772

1127

410

23

女

66

185

795

639

488

343

118

27

1

計

616

858

5139

3993

3024

2115

1245

437

24

%

353

492

29.45

22.88

17.33

12.12

7.13

2.50

014

計 ll47911・66・1・74511

…76卜 ・・24i

毅
6000

%一 90」吟
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く復 した と思われる最近2～3年 に於ても尚結石症が

増加の一路 を辿つている点は興味ある事実であ り,共

の原 因探求は今後に残 され た 問題であつて更に詳細

なる調査が必要である・

V年 令及び性別関係

尿路結石症の年令及び性別関係は各地方,各 時代に

よつて相違があるのは勿論であるが・今回報告 を得た

全例について見 ると第8表 及び第5図 の 如 くであ

る.年 令別に見 ると20才 代 が 最 も多 く5139例

29.45%で 以下40,50,60,10才 代の順であり10

才未満及び80才 以上は少い.今 回の調査 に 於ては

年令 と結石部位 との関係 を明らかにし得なかつたが、

従来の本邦文献 によれば20才 代及び30才 代 に結

石症例が多いのは主 として 上部尿路結石例 の激増に

よるものであ り,20才 以下及び60才 以上 に於ては

上部尿路結石症の比率が低い とされている.

,1ts別関係をみるに 男子14791例(8L76%)に 対

し女子ほ2660例(15.24%)で ありその 比は5・6:

1で ある,年 令的に見ると男子は20才 代 に 於 て急

激に増加するが,女 子に於ては男子に比して極めて緩

やかな曲線 を示 している.本 調査に於ては性別 と結石

部位 との関係 を知 り得なかつ た の で本邦文献 より

2、3を 挙げて第9表 に示す.男 女の解剖学的差異の

たあ膀胱及び尿道結石に 於 て は圧倒的に男子が多い

.が,そ の関係を同 じくしている上部尿路結石症に於て

も男子は女子の数倍である.欧 米に於てもほ ド同様で

あるが,上 部尿路結石症 に於ける男女の差が本邦のそ

れよ りも多少勘い

VI職 業 別

職業 を第10表 の如 く分類 した・弁護士・医師・学

生等は俸給生活者の項 に含めてあ多.従 来本邦に於て

はその食糧の関係 か ら 都会人 よ り農村人に頻発す

ると言われている.本 表に於ては俸給生活者の人数が

第9表 性 別 と 結 石 部 位(男 女)

＼ 、 報 告者 東 大 慶 大 京 大 東 大
、

、 価 橋 ・槽 (田 村) (後 藤 ・他) (高安 ・他 》

結石部位 ＼

、、

1928～ 均38
-

192」 ～1932 1915～1951 1945～1949

一 　 一} _一 一　 一 一

腎 33:1 4.71 38:1 3.5:1

尿 管 8,4:1 1.6:1 9.1:1 15.6 1

膀 胱 1191 5,511 18.7:1一 7.8 1

尿 道 29:1 25=1

」

第10表1織 業 別一 一隔＼ ＼職業別
　

」 董左別 ＼・..

北

東

関

中

近

中

四

九

海 道

北

東

部

畿

国

国

州

㈱ 生酬 農 業

47

219

1345

690

1U38

570

156

779

7

258

228

504

637

534

108

790

無 職

35

118

592

405

702

297

111

696

商 工 到 筋肉労瀦

8

57

235

337

572

169

5)

342

8

62

283

171

448・

224

128

404

不 明1計i

2

60
'430

202

38

5

9

86

107

777

3113

2309

3435

1799

562

3J97

計 48441 30661
1

.・9・61 17701 17・8i 832115196
百分率(・)13186 ・・181 1945 116・1 11371548い …
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多いが,こ れを以て直 ちにその順位を決定する事は出

来ない・然 し前述 した如 く都会生活者と農村生活者の

間には,明 らかに結石 の 部位的分布状態に差 を認め

た・各地方に於ける・職業別の差異 と結石症頻度との

間には,明 らかな関係 は見出 し得ない・

VII穂 括並びに結語

本邦に於ける尿路結石症の発生頻度を知る

為に泌尿器科外来患老数に対する尿路結石症
が

患老数の比率を求めて各地域別に比較した.

全般的には北方に少く南方に多く,地 方別に

記せば四国,中 国,九 州,近 畿,中 部,関

東,東 北,北 海道の順である.瀬 戸内海沿岸

地方及び九州の一部に於て特に多い事は注目

すべきである.

結石の部位的分布状態については,全 症例

を集計すれば尿管結石,膀 胱結石,腎 結石,

尿道結石,前 立腺結石の順であ り,昭和29年

現在に於ける状態は尿管結石45.12%,腎 結

石27.31%,膀 胱結 石20.6.70/,,尿 道結石

4.66e/.,前 立腺結石2.17%で ある.

結石の部位的分布状態 も地域的に多少の差

があ り,上 部尿路結石症の比率が高いのは関

東及び九州地方であり,低 いのは東北及び近

畿地方であつて,下 部尿路結石症に関しては

その逆である・

過去20年 間の尿路結石患者数 は昭和14

年を頂点とし,以 後漸次減少し昭和20年 を

底として,以 後急激に増加し昭和29年 には

戦前の数倍に達している.下 部尿路結石症は

その増減が極めて僅かであるのに対し,上 部

尿路結石症は昭和12年 より昭和19年 まで

及び昭和2?年 以降に増加して2っ の結石

波を示している.上 部尿路結石症の内でも尿

管結石症の変動が著 しい.戦 後に於ける結石

波は特に大きくその原因探求は今後に残され

た問題である.

年令及び性別関係は従来の統計 と大差はな

い.男 女の比は5.6:1で あ る.年 令的に

は20才 代が最 も多 く29.45%,次 いで30

才代であり10才 未満 及び80才 以上 は 極

めて少い.

患者の職業別を調査したがそれによる明確

な差異は見出し得なかつた.た だ農村人に於

ては都会人に比較 して上部尿路結石症が少

く,下 部尿路結石症が多い傾向を認めた.

尿路結石症の発生 に就 て は未だ不明の点

が多 く,疫 学的にも多 くの問題が残されてい

る.本 論文は向後に於ける同方面の研究の一

助 となれば幸である.

調査資料を提供せられた病院名

北海 遣'北 海 道大学,札 幌大学 ・苫 子牧 市 王子病

院,市 立室蘭.

東 北1弘 前大学,青 森 県立 中央 ・岩手 医大 ・釜

石大 成病院 東北 大学,国 立 仙台 ・石 巻赤 十字,秋 田

県立 中央 ・秋 田赤 十字,秋 田県花 岡鉱 山,山 形市 立済

生館 ・公 立酒 田,県 立山形,鶴 岡市 立荘 内、 福 島医

大 ・県立若 松・

關 東;東 京 大学 ・同大 学分院,慶 応義塾 大学,

日本 医大第 一医院 同第 二医院 慈恵 会医大,昭 和

医大,東 京医科 歯科 大学 ・順天堂 大学 ・東 邦大攣,国

立東 京第一,同 第 二・ 国立世 田ケ谷,東 京警 察,東 京

鉄 道 ・ 東 京都済生 会 中央 ・ 都立 広尾,三 井厚 生,三

楽 ・ 横浜 医大.横 浜警 友,日 本医 大第 三,横 須 賀共

済,千 葉 大学,千 葉県 君津,国 立埼玉,国 立霞 ケ浦

日立,群 馬大学

中 部:静 岡 県立 中央 ・静 岡赤 十字 ・国立 沼津,

国立 三島,国 立静 岡 ・国立 豊橋,名 古屋 大学,名 古屋

市立大 学,名 古屋 市立城 西,豊 橋 市民,名 古屋 中京,

牟田市 立 ・岐 阜医 大,国 立療 養所 甲府 ・市立 岡谷,信

州大学,長 野赤十 字,新 潟鉄 道 ・新潟 大学 ・富山県立

中央 ・富山市民 ・ 国立 金沢 ・金沢 大学.

近 畿:京 都 大学,京 都府立 医大 ・ 国立京 都 国

立 舞鶴,京 都第二 赤十字 ・大津 赤十字 ・大 阪大 学,大 阪

医大 ・大 阪鉄道 ・大阪逓 信 ・国立大 阪 ・大阪警 察 ・北

野,市 立 堺,関 西医大,奈 良医大 ・和 歌山医大,和 歌

山赤 十字 ・ 和歌 山県紀 南 ・ 三重県 立大学,山 田赤十

字 ・神 戸 医大 ・国,t'姫路1姫 路 赤十字 ・

中 國:岡 山大 学 ・ 広 島医大,広 島赤十字,広 島

鉄道,山 口赤十字,国 立岩 国・ 国立下 関,鳥 取 赤十 字,

鳥取 大学 ・国立浜 田・

四 國:徳 島大学 ・徳 島県 中央 ・ 国立善 通寺 ・香
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川 県立 中央,市 立宇 和島 ・別 子.県 立 愛 媛・

九 粥:九 州大学 ・ 久留 米大 学 ・ 三井 三池 鉱 業

所 ・国立療 養所 久留 米 ・門 司鉄道,三 井 田川 鉱業 所 ・

八幡製鉄 所 ・国立 小倉,国 立嬉 野,長 崎 大学 ・佐世 保

市 民 ・ 国立大 村,熊 本 大学,人 吉 綜合 ・大分 県 立 ・

県立宮 崎,鹿 児島 県立 大学.
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